
平成30年7月豪雨 岡山県・広島県・愛媛県の大学附属病院の状況（平成30年7月19日現在）

                                                                                     一般社団法人全国医学部長病院長会議 

大学 豪雨による被害状況 外来診療等について 中核病院への医師派遣 その他 

岡 

山 

大 

学 

・診療業務等に影響及ぼすような

被害なし 

・診療業務は通常通り。 

・関連病院である倉敷のまび記念病院

の患者受入あり。 

・災害地域の患者受入あり。 

・県の要請を受けて医療救護班を派遣（７

／１６まで）するとともに（７／１７から

）県南西部保健医療調整本部に県災害医療

コーディネーター及び業務調整員２名を派

遣している。 

・要請により地域へ医師等を派遣している

ので、院内スタッフのシフト調整等を行う

必要性は生じているが、特段問題はない。

川 

崎 

医 

大 

・診療業務等に影響及ぼすような

被害なし 

・診療業務は通常通り。 

・災害地域の患者受入あり。 

・県の要請を受けて医療救護班や災害支援

ナースの派遣、DMATの派遣をしている。 

・災害本部において、朝夕の会議を行って

いる。 

・日々の対応をこの会議で決定し、実施し

ている。 

広 

島 

大 

学 

・診療業務等に影響及ぼすような

被害なし 

・診療業務は通常通り。 

・災害地域の患者受入あり。 

・県の要請を受けてDMAT、JMAT、DPATや災

害支援ナース、感染チーム等を派遣してい

る。 

・要請により地域へ医師等を派遣している

ので、院内スタッフのシフト調整等を行う

必要性は生じているが、特段問題はない。

愛 

媛 

大 

学 

・RI施設に一部不具合が生じたた

め、現在、PETとRIを一時的に停

止中である。 

・診療業務は通常通り。 

・PETとRIは連携病院での検査実施をお

願いしている。 

・県の要請を受けてDMATや医師、看護師等

を派遣している。 

・県看護協会の要請を受けて、看護師を派

遣している。 

以上の各大学からの報告より、全国医学部長病院長会議の所属大学の現時点の支援活動は、現地の各大学が日本医師会の支援活動と連携して

各地域の支援活動を行っている状況である。 

今後、各大学からの支援要請があれば、直ちに応じる予定である。 
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